
いのちとくらしを守る土砂災害対策を推進

「土砂災害防止月間」に寄せて

国土交通大臣　斉藤　鉄夫

土 砂 災 害 防 止 月 間
（７） （第３種郵便物認可）２０２３年　（令和５年）　６月９日　（金曜日）

最近年の土砂災害発生件数（国交省資料を基に作成）

み
ん
な
で
防
ご
う
土
砂
災
害

　
国
土
交
通
省
の
ま
と
め
に
よ
る
と

２
０
２
２

年
に
発
生
し
た
土
砂
災
害
は
７
９
５
件
だ

た



都
道
府
県
で
発
生
し
た

３
年
連
続
し
て

直

近

年
間
の
平
均
発
生
件
数
１
４
５
０
件
を
下
回


た

た
だ


年
ご
と
の
平
均
発
生
件
数
を
見

る
と

１
９
８
２


年
８
５
２
件



２
０

０
２
年
９
４
４
件




年
１
１
８
０
件
と
増

加
傾
向
が
続
き




年
は



年
の
１
・

２
倍
と
な
る
１
４
４
６
件
が
発
生
し
た


　

年
１
年
間
の
発
生
件
数
が
最
近
の
年
平
均
を

下
回

て
い
る
も
の
の

８

９
月
に
限

て
見

る
と

直
近
５
年
間
の
平
均
の
約
１
・
６
倍
の
土

砂
災
害
が
発
生
し
て
い
る

梅
雨
を
迎
え

台
風

の
時
期
と
な
る
こ
れ
か
ら
が

防
災
を
意
識
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
季
節
と
な
る


　
土
砂
災
害
防
止
月
間
は

土
砂
災
害
の
防
止
と

被
害
軽
減
を
目
的
に

１
９
８
３
年
６
月
か
ら
行

わ
れ
て
い
る

国
交
省
と
都
道
府
県

市
町
村
な

ど
が
連
携
し
て

住
民
参
加
に
よ
る
防
災
訓
練
な

ど
の
行
事
を
実
施

土
砂
災
害
意
識
の
普
及
活
動

や
警
戒
避
難
・
情
報
伝
達
体
制
の
整
備
な
ど
を
進

め
て
い
る


　
わ
が
国
は

地
形
や
気
象
な
ど
の
自
然
条
件
に

よ

て
土
砂
災
害
が
発
生
し
や
す
い
国
土
に
成
り

立

て
い
る

防
災
施
設
の
整
備
は
も
ち
ろ
ん


住
民
一
人
一
人
が

自
ら
身
を
守
る
行
動
が
大
切

だ

家
族
や
住
民
同
士

要
配
慮
者
を
含
め
支
援

が
必
要
な
人
に
対
す
る
避
難
の
声
か
け
な
ど

地

域
単
位
で
避
難
す
る
共
助
の
取
り
組
み
も
重
要

だ


　
こ
う
し
た
行
動
は
継
続
的
に
知
識
を
普
及
し
な

け
れ
ば
な
ら
ず
土
砂
災
害
防
止
月
間
の
期
間
中


ハ
ザ

ド
マ

プ
や
土
砂
災
害
警
戒
情
報
を
活
用

し
た
実
践
的
な
防
災
教
育

啓
発
を
目
的
と
し
た

講
習
会

現
場
見
学
会

出
前
講
座
な
ど
が
各
地

で
開
か
れ
る


　
広
報
活
動
の
一
環
と
し
て

防
災
講
演
会
や
イ

ン
フ
ラ
ツ

リ
ズ
ム

現
地
見
学
会

Ｓ
Ｎ
Ｓ

︵
イ
ン
タ

ネ

ト
交
流
サ
イ
ト
︶
に
よ
る
情
報

発
信
な
ど
も
行
わ
れ
る


　
近
年
発
生
し
て
い
る
土
砂
災
害
で
は

整
備
し

た
砂
防
施
設
が
効
果
を
発
揮
し
て
被
害
の
軽
減
に

役
立

た
事
例
が
数
多
く
報
告
さ
れ
て
い
る

今

年
の
土
砂
災
害
防
止
月
間
で
は

砂
防
施
設
や
急

傾
斜
地
崩
壊
防
止
施
設

地
す
べ
り
防
止
施
設
の

定
期
巡
視
点
検
な
ど
を
住
民
や
自
主
防
災
組
織


砂
防
ボ
ラ
ン
テ

ア
な
ど
と
連
携
し
て
実
施
す

る

砂
防
指
定
地

急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域


地
す
べ
り
防
止
区
域
な
ど
の
住
民
へ
の
周
知
・
点

検
も
行
う


　
土
砂
災
害
防
止
月
間
に
あ
わ
せ

身
を
守
る
行

動
を
再
確
認
す
る
と
と
も
に

砂
防
施
設
整
備
の

担
い
手
確
保
を

官
民
一
体
で
考
え
る
機
会
と
し

た
い


　
６
月
は
土
砂
災
害
防
止
月
間

国
土
交
通
省
と
都
道
府
県
は
市
町
村
と
連
携
し
て

避
難
行
動
の
重
要
性
の
理
解
促
進
や


土
砂
災
害
防
止
意
識
の
普
及
活
動
を
展
開
す
る

気
候
変
動
の
影
響
か
ら
か

災
害
は
近
年

激
甚
化
・
頻
発
化
し
て
お
り


身
を
守
る
行
動
の
再
認
識
は
大
切
だ

本
特
集
で
は
災
害
防
止
に
貢
献
す
る
全
国
各
地
の
砂
防
工
事
現
場
を
紹
介
す
る


　今年も６月になり、土砂災害の危険性が一層高まる季節となりました。
　国土交通省と都道府県では、土砂災害防止に対する国民の皆様のご理解を
深めていただくため、毎年６月を「土砂災害防止月間」と定め、全国各地で
啓発活動や防災訓練等を実施しているところです。
　近年、災害は激甚化・頻発化しており、昨年も全国各地で件の土砂災
害が発生するなど、地域住民の生活や経済活動にも大きな影響を及ぼしまし
た。
　気候変動の影響により、一層、激甚化・頻発化が懸念される土砂災害から
国民の安全・安心を確保することは、国土交通行政の重要な使命です。

　土砂災害から国民の安全・安心を確保するためには、「いのち」はもちろ
ん、住民の「くらし」も守る土砂災害対策を推進することが極めて重要であ
り、現在、国土交通省では、「防災・減災、国土強靱化のための５か年加速
化対策」など、流域治水に基づいた事前防災対策を強力に推進しています。
　引き続き、砂防堰堤等の砂防施設の整備を着実に進めていくとともに、近
年顕在化している流木災害の防止・軽減に向け、調査・計画段階から林野庁
と連携した「流域流木対策」を進めてまいります。
　あわせて、住民の皆様に身の周りの土砂災害リスクを把握していただき、
豪雨時の行動をあらかじめ想定し、早めの避難行動につなげていただけるよ
う、自治体と連携して取組みを進めてまいります。
　引き続き、ハード・ソフト一体となった総合的な土砂災害対策の実施に向
け、皆様のより一層の御支援と御協力をお願いいたします。



　土砂災害防止月間現　場　ピ　ッ　ク　ア　ッ　プ

富山市で土砂災害防止全国の集い
国土交通省、富山県

土砂災害防止の大切さを再確認

専門家が案内します！

人
気
続
く
砂
防
施
設
の
見
学
ツ
ア

　

長
野
県
小
谷
村

東北地方整備局岩手河川国道事務所
八幡平山系うさぎ平西沢砂防堰堤（期）工事　樋下建設

北海道開発局旭川開発建設部旭川河川事務所
石狩川砂防事業の内　白川第１号砂防堰堤外工事　荒井建設

砂防事業最前線
国土交通省直轄工事の現場から

（８）（第３種郵便物認可） ２０２３年　（令和５年）　６月９日　（金曜日）

������������������������������������������������������������������������������������
大
臣
あ
い
さ
つ
を
代
読
す
る
吉
岡
国
交
省
技
監

　
国
土
交
通
省
と
富
山
県
が

主
催
す
る
本
年
度
の
土
砂
災

害
防
止
全
国
の
集
い
が
１

日

富
山
市
の
富
山
国
際
会

議
場
で
開
か
れ
た

﹁
治
水

分
県
・
富
山
で
考
え
る
土
砂

災
害
対
策

立
山
の
砂
防
　

１
２
０
年
と
こ
れ
か
ら

﹂

を
テ

マ
に

識
者
に
よ
る

講
演
や
パ
ネ
ル
デ

ス
カ


シ

ン

土
砂
災
害
防
止
功

労
者
表
彰
の
ほ
か

全
国
で

の
事
例
を
ポ
ス
タ

で
展
示

し
た

立
山
で
の
砂
防
事
業

は
国
直
轄
で
は

年
だ
が


県
営
と
し
て
は
１
１
７
年
の

歴
史
が
あ
る


　
大
会
で
は

中
北
英
一
京

大
防
災
研
究
所
所
長
が
基
調

講
演
し

気
候
変
動
の
影
響

に
よ

て
近
年
多
発
す
る
豪

雨
災
害
の
状
況
を
解
説

地

球
温
暖
化
の
影
響
に
よ
る
豪

雨
増
加
の
シ
ミ

レ

シ


ン
予
測
や
災
害
が
発
生
し
や

す
い
状
況
を
説
明
し

身
を

守
る
避
難
行
動
の
大
切
さ
を

訴
え
た


　
パ
ネ
ル
デ

ス
カ

シ


ン
で
は
松
本
浩
司
氏
︵
Ｎ
Ｈ

Ｋ
解
説
主
幹
︶
が
コ

デ


ネ

タ

を
務
め

小
山
内

信
智
︵
政
策
研
究
大
学
院
大

学
教
授
︶松
島
吉
信︵
富
山

県
文
化
財
ア
ド
バ
イ
ザ

︶

尾
畑
納
子
︵
立
山
砂
防
女
性

サ
ロ
ン
の
会
会
長
︶

林
真

一
郎
︵
富
山
県
土
木
部
参
事

・
砂
防
課
長
︶
の
各
氏
が
意

見
を
述
べ
た

三
上
幸
三
国

交
省
水
管
理
・
国
土
保
全
局

砂
防
部
長
が
総
括
し
た


　
開
催
冒
頭

主
催
者
代
表

と
し
て

斉
藤
鉄
夫
国
交
相

の
メ

セ

ジ
を

同
省
の

吉
岡
幹
夫
技
監
が
代
読

続

い
て

新
田
八
朗
富
山
県
知

事
が
あ
い
さ
つ
を
述
べ
た


全
国
の
砂
防
事
例
を
ポ
ス
タ

で
紹
介

常
蔵
沢
砂
防
堰
堤

大
平
堀
沢
砂
防
堰
堤

ガ
ン
沢
砂
防
堰
堤

写真提供小谷村観光連盟

　
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
守
り

社
会
経
済
活
動

の
基
盤
と
な
る
社
会
資
本
を
見
学
す
る
﹁
イ
ン

フ
ラ
ツ

リ
ズ
ム
﹂
が
近
年
人
気
を
博
し
て
い

る

国
土
交
通
省
は
２
０
１
６
年
に
専
用
サ
イ

ト
を
立
ち
上
げ

全
国
各
地
の
施
設
の
紹
介
を

始
め
た
国
交
省
以
外
の
管
理
者
に
も
広
が
り


私
た
ち
の
暮
ら
し
に
大
切
な
施
設
の
裏
側
を


地
域
観
光
と
セ

ト
で
見
学
で
き
る
機
会
も
広

が

て
い
る

長
野
県
小
谷
村
で
は
こ
う
し
た

イ
ン
フ
ラ
ツ

リ
ズ
ム
が
広
が
る
前
か
ら

村

内
に
あ
る
砂
防
施
設
の
見
学
会
を
実
施

昨
年

は

年
の
節
目
を
迎
え

今
年
も
予
約
が
ほ
ぼ

い

ぱ
い
の
状
況
と
い
う


　
ツ
ア

を
主
催
し
て
い
る
の
小
谷
村
の
小
谷

村
観
光
連
盟

代
表
理
事
を
小
谷
村
長
が
務
め

る
一
般
社
団
法
人
だ

県
登
録
の
旅
行
業
者
で

あ
り

﹁
長
野
県
小
谷
村
ツ
ア

﹂
な
ど
の
名

称
で

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
村
内
に
あ
る
砂
防
施

設
を
巡
る


年
に
村
内
に
あ
る
砂
防
施
設
の

見
学
会
を
開
催
し
た
と
こ
ろ

予
想
を
超
え
る

大
き
な
反
響
が
あ
り

以
後

毎
年
開
催
し
て

い
る

当
初
は
年
に
２

４
回
の
実
施
だ

た

が

い
ず
れ
も
好
評
で

年
は
６
回
に
増
や
し

て
も
す
べ
て
満
員

コ
ロ
ナ
禍
中
も

新
規
感

染
者
数
が
下
火
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ツ
ア

が
開

催
で
き
る
な
ど
の
幸
運
に
も
恵
ま
れ
た


　
特
段
広
報
活
動
に
力
を
入
れ
る
こ
と
な
く


参
加
者
ら
に
よ
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
︵
イ
ン
タ

ネ

ト

交
流
サ
イ
ト
︶
を
通
じ
た
Ｐ
Ｒ
が
評
判
を
呼
ん

で
い
る

今
年
は

回
を
予
定
し

す
べ
て
の

回
で
開
催
に
必
要
な
人
数
に
達
し
た


　
小
谷
村
は

長
野
県
北
西
部
に
あ
り

周
囲

を
山
々
に
囲
ま
れ
た
峡
谷
型
の
地
形

地
す
べ

り
や
山
腹
崩
壊
な
ど
の
土
砂
災
害
が
発
生
し
や

す
い
地
形
な
上

地
質
が
も
ろ
い
た
め

大
規

模
な
災
害
が
繰
り
返
し
発
生
し
て
き
た
歴
史
を

持
つ

そ
れ
だ
け
に
村
内
に
は
数
多
く
の
砂
防

堰
堤
が
建
設
さ
れ

村
民
の
暮
ら
し
を
守

て

い
る

数
が
多
い
だ
け
で
な
く

構
造
の
種
類

が
多
い
と
い
う
特
徴
も
あ
り

そ
れ
が
ツ
ア


開
始
の
発
端
と
な

た


年
を
超
え
る
砂
防

見
学
ツ
ア

も
﹁
毎
回
形
式
の
異
な
る
砂
防
堰

堤
が
対
象
と
な

て
い
る
﹂
︵
小
谷
村
観
光
連

盟
︶
と
い
う


　
案
内
人
は
県
職
員
Ｏ
Ｂ
が
務
め
る

現
役
時

代
を
砂
防
事
業
に
捧
げ
た
砂
防
の
プ
ロ
だ

ツ

ア

参
加
者
は
砂
防
施
設
の
大
切
さ
を
間
近
で

見
る
と
い
う
機
会
よ
り
も

構
造
物
そ
の
も
の

や

素
材
な
ど
に
興
味
を
持
つ
人
も
い
る

中

に
は

﹁
構
造
物
の
芸
術
美
に
興
味
を
持

て

い
る
人
も
い
る
﹂
︵
同
︶
と
い
う

村
内
や
県

内
と
い

た
近
傍
か
ら
の
参
加
者
は
少
な
い


ツ
ア

そ
の
も
の
が
日
帰
り
で
あ

て
も

距

離
的
に
は
前
泊
が
必
要
と
な
る
首
都
圏
や
関
西

圏
か
ら
の
参
加
者
が
圧
倒
的
だ

７
割
近
く
が

女
性
で

再
訪
す
る
参
加
者
も
い
る


　
小
谷
村
観
光
連
盟
に
よ
る
と

土
砂
災
害
多

発
地
域
な
ら
で
は
砂
防
施
設
に
タ

ゲ

ト
を

絞

た
イ
ン
フ
ラ
ツ
ア

も

そ
ろ
そ
ろ
節
目

の
時
期
と
い
う

昨
年
度
は

砂
防
施
設
以
外

で
初
め
て
と
な
る
防
雪
施
設
の
見
学
ツ
ア

を

開
い
た

村
内
に
は
砂
防
施
設
以
外
に
も
土
木

遺
産
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
系
名
所
も
多
い


　
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
支
え
る
社
会
資
本
を
知

る
良
い
機
会
で
あ
り

地
域
振
興
に
も
役
立
つ

取
り
組
み
と
い
え
そ
う
だ


堤
体
内
部
材
を
現
場
製
造

試
験
施
工
で
品
質
確
保

監
理
技
術
者　

瀬
川
　
徹
氏

現
場
代
理
人

　
竹
鼻
　
晋
吾
氏

　八幡平山系直轄火山砂防事業の一環として、岩手
県雫石町長山地内で岩手山の噴火などに起因する土
砂災害の被害を防止・軽減する砂防堰堤の築造工事
を実施しています。砂防堰堤のうち本堤は堤長．
ｍ、堤高．ｍ、副堤は堤長．ｍ、堤高．ｍの
規模。長さ．ｍ、高さ．ｍの垂直壁も構築しま
す。
　工事概要は掘削工㎥、埋め戻し工㎥、の
り面整形（切り土部）㎡、基礎処理工㎥、
コンクリート堰堤工㎥、コンクリート垂直壁工
一式。予定工期は年４月日～月日で、現
在は本堤の基礎処理工とコンクリート堰堤工を施工
しています。
　工事で堰堤内部材に使用する砂防ソイルセメント
は、母材となる現地発生土砂と砕石（Ｃ）、セメ
ントをバックホウで撹拌混合し現地で製造します。
施工品質を高めるには内部材の性状を一定範囲に収
める必要があります。このため試験施工を行い、材
料の投入順序や空練り・本練りの混ぜ時間、加水方
法などを検証し、製造方法を確立しました。
　「施工の現場責任者として最も願うのは、事故や
災害がなく無事に工事を終えることです」と瀬川氏。
現場の安全スローガンは「職場の安全確保はみんな
の意識から」。発注者である東北地方整備局岩手河
川国道事務所の職員の方々のご指導を受けながら、
協力会社と一丸になって小さな危険の芽を見逃さ
ず、安全第一で作業を進めていきます。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
し
厳
し
い
気
象
・
地
形
条
件
を
克
服

　石狩川上流域は崩壊地が多く、北海道有数の観光
地である層雲峡温泉街、上川町市街地、重要交通網
である国道号等を土砂災害から保全する必要があ
ります。本現場はその内、上川町に近く流域の大き
な白川、土砂災害特別警戒区域に指定されている層
雲峡小学校の沢で砂防施設を整備するものです。
　当社は当事業に年、年に携わり、本年度
は白川工区で第１号堰堤（本堤Ｖ㎥）、法面
工（延長．ｍ）、層雲峡工区で落差工（Ｎ２
基）を施工します。
　白川工区、層雲峡工区と点在した箇所を施工する
ため、確実な連絡体制を構築し安全管理、品質管理
に努めなければなりません。特に白川工区は通信電
波不感地帯であるため衛星通信サービスによりイン
ターネット環境を構築し、WEBカメラによる管理、
遠隔臨場に活用する予定です。
　現場は急傾斜地・狭隘な地形であるため、３Ｄス
キャン・ＵＡＶ測量を行い三次元モデル化し、施工
計画に活用、ＩＣＴ建機による施工にも取り組み生
産性向上に取り組みます。また、出来形測定時にス
マートフォン（LiDARセンサー・高精度位置情報）
を導入、従来では、出来形測定時に降雪があると複
数人で除雪しながら測定を行っていましたが、積雪
前に短時間で高精度な測量を単独で行えるため、測
定時間が大幅に減少します。
　層雲峡工区の周辺には温泉宿泊施設などがあり、
日本で最も早い紅葉を迎える時期には、美しい景観
を求め道内外や海外からの観光客が多く訪れるた
め、地元や観光客と軋轢（あつれき）のないよう配
慮し、無災害での完成を目指していきます。

現場代理人
　飛彈野　大介氏

層雲峡工区の施工状況（年）

白川工区の施工状況（年）

施工現場の全景

現場では本堤の基礎処理工や
コンクリート堰堤工が進む

写真は各社提供



　土砂災害防止月間
中部地方整備局富士砂防事務所
令和４年度由比深礎杭ＳＡ９工事　市川土木

東北地方整備局湯沢河川国道事務所
令和４～５年度八幡平山系北桧木内川第２砂防えん堤工事　佐藤建設

四国地方整備局四国山地砂防事務所
令和３―４年度吉野川水系谷奥谷堰堤工事　ミタニ建設工業

中部地方整備局天竜川上流河川事務所
令和２年度天竜川水系小嵐第３砂防堰堤工事　吉川建設

九州地方整備局大隅河川国道事務所
第三有村川１号堰堤工改築外工事　徳澤建設

九州地方整備局長崎河川国道事務所
令和４年度赤松谷川除石土砂運搬工事　宅島建設

（９） （第３種郵便物認可）２０２３年　（令和５年）　６月９日　（金曜日）
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ＣＩＭモデルによる堰堤の完成イメージ

現場の背後には秋田駒ケ岳がそびえる

監
理
技
術
者
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澤
　
政
道
氏

現
場
代
理
人

　
大
石
　
克
寿
氏

　八幡平山系の一つである秋田駒ケ岳の噴火による
降灰後の降雨により発生する土石流などの災害から
堰堤下流地域の生命や財産を守る施設として、北桧
木内川の上流部（秋田県仙北市田沢湖生保内）に第
２砂防堰堤を築造しています。
　今年は３月に準備工、鋼製スリットの工場製作を
始め、４月は濁水処理施設、鋼製堰堤部の掘削やコ
ンクリート堰堤工の打設を開始。現在は鋼製堰堤部
の打設と鋼製スリットの建込み、同時進行で左岸側
コンクリートを打設しています。完了後は次期工事
の施工に備え転流工を月まで実施する予定です。
　本工事では、コンクリート堰堤工で使用している
残存型枠に専用の転落防止柵が無いことから、残存
型枠本体に直接取り付けが可能な支柱を製作・設置
し、転落災害の防止に努めています。
　また、堰堤のＣＩＭモデルと管理用道路の３Ｄ
データを合成した完成モデルを作成し、施工に伴う
不具合のチェックをはじめ、発注者や現場作業員と
の打ち合わせや、地域の方々向けに毎月発行してい
る広報紙の説明図など幅広く利用しています。
　６月は梅雨や台風などにより降雨量が多い時期に
入り、現場での作業もより注意が必要です。ゲリラ豪
雨等による急な河川の増水や土砂災害発生に備え、
上流に土石流センサーを設置して避難訓練するなど
万全を期しています。今後も、気象の変化や掘削の
地山状態把握などに細心の注意を払い、無事故・無
災害を目指して工事を進めます。また、地域住民の
方々の声に耳を傾けトラブルがないように施工し、
年内の工事完成を目指します。

掘削完了時（年月）

コンクリート打設が完了した堤体（年５月）

残
存
型
枠
採
用
で
工
期
短
縮

監理技術者
　杉本　貴明氏

　土砂災害警戒区域に指定されている高知県いの町
長沢地先において、斜面崩壊や土石流による直接的
な災害から地域を守る砂防堰堤を造る工事です。砂
防堰堤は大きな開口部の水通し部に土石や流木など
を捕捉するための鋼製スリットを備えた透過型を採
用し、幅．ｍ、高さ．ｍの規模となります。
　年８月下旬に掘削工事に着手しました。民家
や小学校が隣接し工事車両が通行する道路は通学路
も兼ねているため、周辺環境や安全面への配慮から
発破や大型重機は使えず、バックホウのみの掘削と
なりました。そのため中硬岩の岩掘削に苦しみなが
らも２カ月で掘削工事を完了しました。同月から
は砂防堰堤の本体コンクリートの打設を開始しまし
た。打設量は約㎥で１列６ブロック、計約ブ
ロックに分けて１リフトごとに打設しました。打設
・養生後に取り外す必要のない残存型枠（木製２、
鋼製１種類）を採用しました。当初設計で指定のあ
った正面部に加えて背面も残存型枠とするよう発注
者に提案し、了承いただいた結果、通常型枠では
日程度要する作業工程を日に短縮でき、施工性
も向上しました。
　また、現場に入る工事車両を周知する週間予定表
を近くの学校に提出し、車両の進入は通学時間帯を
避ける計画とすることで地元と信頼関係を築けまし
た。５月２日には小学生向けの現場見学会を開き、
児童からは「堰堤の迫力がすごい」といった感想が
聞かれるなど好評でした。今年３月に堤体が完成し、
５月末時点の進捗（しんちょく）率は％です。長
沢地区一帯で計画される砂防事業の最初の工事とい
うこともあり、工期内に無事故で完成させます。
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遠隔操作式重機による土砂の掘削・運搬

雲仙普賢岳の麓の赤松谷川砂防堰堤群

監
理
技
術
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人
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　本工事は年に噴火活動の終息が宣言された雲
仙普賢岳の赤松谷川に整備された砂防施設で、計画
規模の大規模な土砂流出が発生した場合でも土石流
災害を防止できるようにするのが目的です。
　９号、号床固め工に堆積した土砂，㎥を
取り除きます。人の立ち入りが禁止されている警戒
区域での施工となるため、遠隔操作式重機による無
人化施工を採用しています。掘削と運搬の設計数量
までは残りわずかとなり、残工事は工事用道路のの
り面整形と無人化施工設備の撤去となっています。
　無人化施工には遠隔操作式のＩＣＴバックホウ１
台とクローラーダンプ３台、カメラ車３台、無線中
継車１台を使用し、遠隔操作室で重機オペレーター
４人、カメラオペレーター１人、無線従事者１人の
計６人が作業を担当しています。
　現場には人が立ち入りできないため、起工測量か
ら全面的なＩＣＴ施工を実施しています。遠隔操作
式ＩＣＴバックホウではオペレーターが確認するモ
ニターにＡＲ（拡張現実）を導入し、３Ｄ設計デー
タと現場の状況を重ね合わせた状態で表示すること
によりオペレーターが掘削完了後のイメージを把握
できるようにし、作業効率の向上につなげています。
　無人化施工も残りわずかとなり、慣れによる事故
や通信機器・遠隔操作式重機の故障などのトラブル
が発生しないよう、日々の安全管理や資機材の点検
を確実に行い、竣工を迎えたいと考えています。近
年の異常気象による大雨で土石流が発生しないこと
を切に願っています。

補強・かさ上げ工事が進む堰堤

桜島南岳の有村川に整備された砂防施設

現場代理人・監理技術者
　　　　　藤原　光永氏

　鹿児島市の桜島では火山灰などによる噴火堆積物
が雨で押し流される土石流が連続的に発生していま
す。このため砂防事業により河川で砂防堰堤や導
流工などを整備しており、本工事もその一環として
進めています。
　工事場所は南岳の麓に当たる有村地区です。
年度に改定された「桜島火山砂防基本計画」に基づ
く計画流量の見直しに伴い、堰堤を厚さ．ｍの腹
付けコンクリートにより補強し、．ｍかさ上げす
るとともに、これらに対応した流路護岸工の改修を
行います。２班体制で施工しており、６月初旬時点
の進捗（しんちょく）率は．％に達しています。
　施工に当たっては仮設工（工事用道路の工事）で
空中写真測量、点群データの作成、３Ｄ設計データ
作成、丁張り設置や施工段階のチェックなどの作業
を１人で行えるＩＣＴ施工現場端末アプリを使った
施工・撤去と一連の過程でＩＣＴを活用し、生産性
の向上を図りました。
　噴石・土石流対策では噴石監視員を配置し現場に
は監視カメラを設置しました。クラウドを活用して
雨量を監視し情報を共有しました。噴石・土石流発
生時の避難訓練も実施しています。
　今後は残存型枠を施工しながらの作業になります
が、作業員には常に高所作業であることを念頭に置
くよう指導を徹底し、転落・墜落災害の撲滅に努め
ます。桜島特有の自然災害である噴石の飛来や土石
流の発生に対する安全対策に万全を期し、無事故無
災害での竣工を目指します。
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左岸崩落法面

現場全景

監理技術者
　山﨑　和幸氏

　本工事は、天竜川水系の小嵐川に小嵐第３砂防堰
堤を築造する工事です。砂防堰堤の形式および規模
は、鋼製堰堤（Ｊスリット形式）で、Ｗ．ｍ、
Ｈ．ｍ、Ｖ，㎥です。着手前の調査で、
左岸側上部の法面に大崩壊地が見られたため、ＵＡ
Ｖによる調査を行ったところ施工箇所上流に崩落箇
所が点在し、崩壊地からの崩落土が施工箇所まで流
出していたことが確認されました。
　土石流対策として工事中止を判断する降雨量の設
定や待避場所の確保・周知を行い、崩壊地と本流２
カ所に土石流センサーを設置するとともに崩落土対
策として強靱ワイヤネットを設置しました。崩壊地
内ではＵＡＶによる測量とし、得られた３次元デー
タを用いて施工中の崩壊による災害を防止するため
の強靱ワイヤネットの計画位置を決定し、設置しま
した。
　右岸側は地山が締まっておらず、掘削法面からの
落石および崩壊が懸念されました。堰堤の掘削を２
次元で考えると、立体的な掘削形状が把握しにくく
掘削勾配が急になり不安定な形状となりやすいこと
から、掘削形状を３次元で検討、確定しました。掘
削出来形管理はトータルステーションで行い、丁張
作業の省力化を図りました。
　本堤は、生産性の向上およびコストの縮減のため、
取り外す必要のないコンクリート製残存型枠が採用
されており、型枠表面の貫通孔により型枠背面の充
填状況を確認し、構造物と一体化が図れるようコン
クリートの締固作業を行いました。右岸袖下．ｍ
までコンクリートの打設が完了しています。
　当現場では完全週休２日に取り組んでおり、実施
率％以上を目指しています。

杭頭部からの見下ろし㊧と杭底部からの見上げ
（当社施工の同種工事から）

由比地すべり防止区域（薩埵峠より）

現場代理人・監理技術者
　山本　雄矢氏

　工事施工箇所である静岡市清水区由比西倉沢地区
は、古くより数多くの地すべり災害に遭ってきた地
域であり、直下にはＪＲ東海道本線、東名高速道路、
国道１号など東西を結ぶわが国の大動脈が並走して
います。この地域において、大規模な地すべり地形
が確認されたことから、抑制工および抑止工として、
集水井、排水トンネル、深礎杭等、さまざまな地す
べり対策工事が行われています。
　本工事は、深礎杭（直径．ｍ、深さ．ｍ）を
築造する工事で、その作業はジブクレーンによる荷
揚げ荷降ろし作業が主体となります。もし落下物が
あると、約４秒で杭底に達しその速度は自動車速度
に匹敵する時速約㎞に達することから、飛来落下
災害の防止が最重要課題となっています。現場の安
全対策として、クレーン作業時に坑内の作業員は
ｍごとに設置した鋼製の踊り場「半月板」の直下に
必ず退避すること、ＣＩＭを活用して重機オペレー
ター目線で死角を作業員が確認すること、更に繰り
返し作業による危険意識の希薄に対処するためＶＲ
技術による疑似的な不安全行動の体験などにも取り
組みます。
　また、建設キャリアアップシステムによる作業員
の処遇改善や、施工方法の工夫などで生産性向上チ
ャレンジにも取り組み、現場の働き方改革を推進し
ます。
　本地区は歌川広重の「東海道五拾三次　由井　薩
埵嶺（さったれい）」に代表される風光明媚な景勝
地として知られ、本工事は縁の下の力持ちとして地
域に貢献できるよう無事故・無災害で完成させます。
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